
世田谷区高齢福祉・介護保険部会 発表資料

令 和 ５ 年 ３ 月 ２ ０ 日 （ 月 ）

社会福祉法人世田谷区社会福祉協議会
副会長 西 﨑 守

「社会福祉協議会について」



■昭和２７年
○世田谷（現北沢含む）・玉川・砧（現烏山含む）の３地域でそれぞれ社会福祉協議
会が設立された。※当時の名称は、世田谷地区社協、玉川地区社協、砧地区社協

○民生委員（現民生委員・児童委員）と町会／自治会関係者等が中心となって組織さ
れた。

■昭和５８年
〇当時の社会福祉事業法（現：社会福祉法）の改正により“１区市町村１社協の原
則”が敷かれる。

■昭和６１年
○世田谷では、３社協(前掲)の合併により、現在の(社福)世田谷区社会福祉協議会と
して発足した。

※社会福祉法第１０９条（市町村社協関係条文）第１項に「～地域福祉の推進を目的と
する団体であって～」と規定されている社会福祉法人である。
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２．身近な地区での住民の絆…地域支えあい活動

〇身近な地域における集いの場として、地域住民によって運営されている自主的な活動。
〇ふれあいいきいきサロン、支えあいミニデイ、子育てサロンの３つの種別がある。

活動種別 内 容 グループ数

ふれあいいきいきサロン 『楽しく気軽に無理なく』を合言葉に、お茶と
おしゃべり、手工芸やゲームなどを楽しむ仲間
づくりの場。

５４４

支えあいミニデイ サロンの要素に介護予防効果を加味した活動で、
軽体操を盛り込み、開催頻度・時間を拡大。

６２

子育てサロン サロンの子育て版。親子で参加し仲間づくりや
情報交換、先輩お母さんなど世代交流も広がる。

８６

※令和５年２月末現在数



4

■ミニデイなかよし会
～歌を歌ってみんなで楽しく～
会場：祖師谷支えあいルーム

■サロン桐の会
～いきいき体操でみんなで元気に～
会場：千歳ゴルフセンター会議室

砧地域でのサロン・ミニデイ活動風景
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３．コロナ禍による対面活動の停滞
→SNSを活用したつながりづくり

〇高齢者向けスマホ講座の開催によるSNSの活用支援
〇地区サポーター（デジタルボランティア）とのマッチングによる住民交流の促進

実施地区数 実施回数 活動サポーター数（人）

令和２年度 ３ ３ ３

令和３年度 １１ ２２ ７０

令和４年度 ２３ ３８ ２３６

※地区サポーターとは?
社協に登録しているボランティアで、地域活動に関心のある住民や学生等が登録している。
※令和５年２月末現在で１５８０名が登録
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北沢地域でのスマホ講座の活動風景



ご清聴いただき
ありがとうございました


